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１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 201,917 23.3 6,564 82.4 6,464 52.7 3,418 4.4

2021年12月期第３四半期 163,807 27.3 3,598 25.5 4,233 57.3 3,274 451.0

(注)包括利益 2022年12月期第３四半期 16,568百万円( 122.1％) 2021年12月期第３四半期 7,460百万円( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 72.29 72.20

2021年12月期第３四半期 69.28 69.18

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 214,520 81,553 37.8

2021年12月期 169,921 66,369 38.8

(参考) 自己資本 2022年12月期第３四半期 81,022百万円 2021年12月期 65,879百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2022年12月期 － 15.00 －

2022年12月期(予想) 16.00 31.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 240,000 5.8 8,000 61.5 8,000 34.8 6,000 31.5 126.95
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注) 詳細については、添付資料８ページ「３．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に

関する注記事項 （会計方針の変更等）」をご参照ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期３Ｑ 50,400,000株 2021年12月期 50,400,000株

② 期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 3,096,887株 2021年12月期 3,137,933株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 47,284,536株 2021年12月期３Ｑ 47,260,243株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提にもとづいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績

予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の経済環境を顧みますと、米国では、雇用環境や個人消費が堅調に推移しているもの

の、物価上昇や金利上昇により景気下押し圧力を受けることが懸念されております。欧州では、ウクライナ情勢を

受けた資源価格の高騰や物価上昇等により、景気の減速懸念が高まっております。アジアにおいて、中国では、ゼ

ロコロナ政策にともなう厳格な行動制限により経済活動が大幅に抑制されていましたが、６月以降の規制緩和にと

もない個人消費や輸出が改善し、景気は回復基調にあります。しかし、世界経済の鈍化により、先行きの景気につ

いては不透明となっております。その他のアジア各国では、ウィズコロナ政策のもとで個人消費が堅調に推移し景

気回復が持続しております。日本では、行動制限の緩和にともない個人消費に持ち直し傾向が見られますが、急激

な円安や資源価格の高騰にともなう物価上昇等が重石となり、景気回復のペースが鈍化しています。

当社グループが関連するエレクトロニクス市場は、昨年に引き続き電子部品の供給不足や物流コスト高騰の影響

を受けてサプライチェーンが混乱しています。しかし、中長期的にはＣＡＳＥやＩｏＴといった技術革新の進行と

ともに、気候変動対策および脱炭素対策としての自動車や産業機器の電動化ニーズがさらに拡大していく市場であ

ると認識しております。こうした状況下、当社グループでは、日系・非日系を問わず大手グローバル企業との取引

拡大を目指しております。

当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績については、売上高は2,019億１千７百万円と前年同期に比べて

381億９百万円の増加(23.3％増)となりました。利益面では、営業利益は65億６千４百万円と前年同期に比べて29億

６千５百万円の増加(82.4％増)となり、経常利益は64億６千４百万円と前年同期に比べて22億３千万円の増加(52.7

％増)となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は34億１千８百万円と前年同期に比べて１億４千４百万円

の増加(4.4％増)となりました。なお、第１四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」（企業会

計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を適用しております。詳細については、

「３．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更等）」に記

載のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間における業績の分析等については、セグメント別の業績および要因に記載しておりま

す。

セグメント別の業績および要因は次のとおりであります。本文中の「セグメント利益」および「セグメント損

失」は、四半期連結損益計算書の営業利益を基礎としております。

（日本）

産業機器用部材および車載関連機器用部材の出荷が増加したことにより、当セグメントの売上高は709億６千１百

万円と前年同期に比べて46億４千５百万円の増加(7.0％増)となりました。利益面では、売上高が増加したこと等に

より、６億５千万円のセグメント利益(前年同期は３千７百万円のセグメント損失)となりました。なお、収益認識

会計基準等の適用により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の当セグメントの売上高は73億４千３

百万円減少したものの、売上原価が73億４千３百万円減少した為、セグメント利益への影響はありません。

（中華圏）

車載関連機器用部材および産業機器用部材の出荷が増加したことに加えて、主に中国元に対する円安の影響もあ

り、当セグメントの売上高は709億４千６百万円と前年同期に比べて121億６千７百万円の増加(20.7％増)となりま

した。

利益面では、売上高が増加したこと等により、セグメント利益は13億２千万円と前年同期に比べて１億８千６百

万円の増加(16.5％増)となりました。

（東南アジア）

情報機器用部材および車載関連機器用部材の出荷が増加したことに加えて、主に米国ドルに対する円安の影響も

あり、当セグメントの売上高は795億６千１百万円と前年同期に比べて177億６千万円の増加(28.7％増)となりまし

た。利益面では、売上高が増加したこと等により、セグメント利益は37億９千万円と前年同期に比べて12億９千４

百万円の増加(51.8％増)となりました。

（欧州）

産業機器用部材の出荷が増加したこと等により、当セグメントの売上高は126億７千万円と前年同期に比べて11億

５百万円の増加(9.6％増)となりました。利益面では、電子部品の供給不足により車載関連機器用部材の出荷が減少

したことに加え、ウクライナ侵攻による資源価格等の高騰もあり、３億１千４百万円のセグメント損失(前年同期は

１億１千８百万円のセグメント損失)となりました。

（米州）

車載関連機器用部材および産業機器用部材の出荷が増加したことに加えて、主に米国ドルに対する円安の影響も

あり、売上高は448億２千６百万円と前年同期に比べて119億円の増加(36.1％増)となりました。

利益面では、売上高が増加したこと等により、セグメント利益は13億円と前年同期に比べて９億１千２百万円の

増加(235.1％増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

総資産は、前連結会計年度末に比べて445億９千９百万円増加(26.2％増)し、2,145億２千万円となりました。

流動資産は、主要通貨の円安影響もあり、棚卸資産161億５千１百万円の増加(27.7％増)および売掛金151億３千

万円の増加(33.6％増)等により、前連結会計年度末に比べて352億２千４百万円増加(28.7％増)し、1,580億２千１

百万円となりました。

固定資産は、主要通貨の円安影響および各海外生産拠点での設備投資にともなう機械装置の増加もあり、有形固

定資産90億２千８百万円の増加(23.9％増)等により、前連結会計年度末に比べて93億７千５百万円増加(19.9％増)

し、564億９千８百万円となりました。

（負債）

負債合計は、前連結会計年度末に比べて294億１千４百万円増加(28.4％増)し、1,329億６千６百万円となりまし

た。

流動負債は、主要通貨の円安影響もあり、買掛金81億４千１百万円の増加(21.8％増)および短期借入金39億１千

６百万円の増加(12.4％増)等により、前連結会計年度末に比べて177億５千４百万円増加(22.2％増)し、975億８千

７百万円となりました。

固定負債は、長期借入金107億９千７百万円の増加(127.8％増)等により、前連結会計年度末に比べて116億６千万

円増加(49.2％増)し、353億７千９百万円となりました。

（純資産）

純資産は、為替レートの変動にともなう為替換算調整勘定133億４千２百万円の増加(208.3％増)および利益剰余

金20億円の増加(3.5％増)等により、前連結会計年度末に比べて151億８千４百万円増加(22.9％増)し、815億５千３

百万円となりました。

この結果、自己資本比率は38.8％から37.8％に減少いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年２月14日に公表した2022年12月期連結業績予想の変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,484 10,833

受取手形及び売掛金 47,278 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 63,943

商品及び製品 22,261 29,585

仕掛品 1,903 2,424

原材料及び貯蔵品 34,075 42,381

その他 7,845 8,911

貸倒引当金 △50 △58

流動資産合計 122,797 158,021

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,386 19,522

機械装置及び運搬具（純額） 12,431 16,079

土地 3,893 4,772

その他（純額） 4,052 6,418

有形固定資産合計 37,764 46,793

無形固定資産 2,590 2,635

投資その他の資産

投資有価証券 2,385 2,115

出資金 957 1,118

その他 3,528 3,943

貸倒引当金 △102 △108

投資その他の資産合計 6,768 7,070

固定資産合計 47,123 56,498

資産合計 169,921 214,520
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 37,298 45,439

短期借入金 31,561 35,477

未払法人税等 1,667 2,115

その他 9,306 14,555

流動負債合計 79,833 97,587

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 8,446 19,244

退職給付に係る負債 668 771

その他 4,603 5,362

固定負債合計 23,718 35,379

負債合計 103,551 132,966

純資産の部

株主資本

資本金 2,144 2,144

資本剰余金 5,630 5,594

利益剰余金 57,074 59,075

自己株式 △5,945 △5,867

株主資本合計 58,902 60,945

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 528 256

為替換算調整勘定 6,404 19,746

退職給付に係る調整累計額 44 73

その他の包括利益累計額合計 6,976 20,076

新株予約権 77 68

非支配株主持分 412 462

純資産合計 66,369 81,553

負債純資産合計 169,921 214,520
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 163,807 201,917

売上原価 149,086 182,838

売上総利益 14,721 19,078

販売費及び一般管理費 11,122 12,513

営業利益 3,598 6,564

営業外収益

受取利息 16 13

受取配当金 32 44

持分法による投資利益 7 55

為替差益 170 －

補助金収入 122 140

物品売却収入 553 265

スクラップ売却益 137 162

その他 283 175

営業外収益合計 1,323 857

営業外費用

支払利息 223 534

為替差損 － 80

物品購入費用 405 156

その他 59 185

営業外費用合計 687 957

経常利益 4,233 6,464

特別利益

新株予約権戻入益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

新型コロナウイルス感染症関連損失 － 376

特別損失合計 － 376

税金等調整前四半期純利益 4,234 6,089

法人税、住民税及び事業税 1,559 1,962

法人税等調整額 △604 710

法人税等合計 955 2,672

四半期純利益 3,278 3,416

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

4 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,274 3,418
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 3,278 3,416

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 379 △271

為替換算調整勘定 3,752 13,267

退職給付に係る調整額 10 34

持分法適用会社に対する持分相当額 38 122

その他の包括利益合計 4,181 13,152

四半期包括利益 7,460 16,568

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,423 16,518

非支配株主に係る四半期包括利益 36 50

　



シークス株式会社(7613) 2022年12月期 第３四半期決算短信

－ 8 －

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更等）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、一

部の取引について、従来は総額で収益を認識しておりましたが、顧客に移転する財又はサービスを支配しておら

ずこれらを手配するサービスの提供であるため代理人取引であると判断した結果、純額で収益を認識する方法に

変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は7,343百万円減少したものの、売上原価が7,343百万円減少し

たため、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益への影響はありません。また、利益剰余金の当期

首残高への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り

当第３四半期連結累計期間において、第30期有価証券報告書(追加情報)に記載した新型コロナウイルス感染症

の影響に関する会計上の見積りに重要な変更はありません。

なお、当社グループでは、四半期連結財務諸表作成時点において入手可能な外部情報等を踏まえて慎重に見積

りを行っておりますが、当該感染症の収束時期は現時点で予測不能であり、実際の結果は上記の見積りと異なる

場合があります。

（四半期連結損益計算書関係）

　新型コロナウイルス感染症関連損失

　当社グループの中華圏セグメントに属する在外連結子会社において、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を

背景とした中国政府等の要請にもとづき、各拠点の操業停止を実施した期間および操業時間を短縮した期間に該

当する固定費部分等を新型コロナウイルス感染症関連損失として組替計上したものであります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間 (自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 中華圏
東南
アジア

欧州 米州 計

売上高

外部顧客への
売上高

35,196 42,623 47,639 10,794 27,528 163,782 24 163,807

セグメント間の内部
売上高又は振替高

31,120 16,155 14,160 770 5,398 67,604 △67,604 －

計 66,316 58,779 61,800 11,564 32,926 231,387 △67,580 163,807

セグメント利益
又は損失（△）

△37 1,133 2,496 △118 388 3,861 △263 3,598

(注)１ 調整額は以下のとおりであります。

(1) 外部顧客への売上高の調整額24百万円は、全社（共通）の区分の売上であります。

(2) セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△67,604百万円は、セグメント間取引消去等であります。

(3) セグメント利益の調整額△263百万円は、セグメント間取引消去等であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間 (自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 中華圏
東南
アジア

欧州 米州 計

売上高

外部顧客への
売上高

36,427 55,004 62,783 11,638 35,903 201,757 160 201,917

セグメント間の内部
売上高又は振替高

34,534 15,942 16,777 1,032 8,923 77,210 △77,210 －

計 70,961 70,946 79,561 12,670 44,826 278,967 △77,050 201,917

セグメント利益
又は損失（△）

650 1,320 3,790 △314 1,300 6,747 △182 6,564

(注)１ 調整額は以下のとおりであります。

(1) 外部顧客への売上高の調整額160百万円は、全社（共通）の区分の売上であります。

(2) セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△77,210百万円は、セグメント間取引消去等であります。

(3) セグメント利益の調整額△182百万円は、セグメント間取引消去等であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。

３ 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、報告セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「日本」セグメントの売上高は7,343百万円

減少したものの、売上原価が7,343百万円減少したため、セグメント利益への影響はありません。

　


